
大阪体育学研究　第 60 巻

− 9 −

原著論文

若年女性における歩行の美しさの印象を決定する要因の検討

Investigation of parameters that determine the impression of gait beauty in 
young women

新井　彩
Aya ARAI

Abstract

The purpose of this study was to clarify what kind of movements young women generally 
see and find beautiful, with respect to the walking movements of women of their age. First, 
two healthy young women (tall and short stature; the following is a “model”) were instructed 
to walk under eight different stride conditions controlled with 120bpm, and the videos of the 
sagittal  plane were  taken  from  the  side. Next,  15 women  of  the  same  age  as  the model 
participated as evaluators. The walking videos of the models were displayed on the monitor, 
and the beauty of gait was evaluated by the evaluators. The Visual Analog Scale (VAS) was 
used as the evaluation scale, and the degree of beauty was subjectively judged.
 Regardless of the height of the model, the walking motion of each model was evaluated as 

more beautiful when the stride length increased from 25 cm to 75 cm. The highest score was 
obtained when the stride  length was 75 cm. Then the models walked with wider stride and 
the evaluation was significantly lower than earlier. The present study suggests that aiming for 
beautiful walking gait implies walking with a slightly wide stride.
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１．緒　言
ヒトの直立二足歩行は，立位姿勢を保持しな
がら全身を移動させる主たる移動運動であり，
日常生活で行う基本動作である．歩行は単なる
移動運動だけに留まらず，気軽に楽しめる運動
として多様化して扱われている．運動能力の評
価として用いられる歩行のパラメータとして
は，歩幅，歩行速度，歩行率等があり，最速歩
行時のパラメータがより加齢変化による運動能
力を反映するとされている（衣笠ほか，1994，
p.350）．歩行中の筋活動を観察した先行研究（松
井ほか，2017，pp.243-244）では，通常歩行に

比べて速歩行で下肢筋活動が全体的に増加傾向
にあり，特に歩幅増の速歩行が高い筋活動を示
したとしている．このことから，様々な歩き方
が異なった種々の筋肉を鍛えることにつなが
り，通常より歩幅を広げて速く歩こうとするア
プローチによって，より有効な運動となる可能
性が示されている．また，理学療法評価におい
ては，その人の持つ歩行能力をパフォーマンス
としてより的確に引きだすには，最適歩行より
最速歩行の方が優れている（村田ほか，2004，
p.222）とされ，歩幅を広げることや，速く歩
くということが一定の目標になり得ることを示
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している．
一方で，健康の維持増進を目指したウォーキ
ングは，歩数や時間，歩行距離を目標値として
示すことによって日常生活での運動量を確保す
る方法として推奨されている（厚生労働省，
2012，pp.104-109）．さらに，運動習慣率や 1日
の歩数において，男性より女性が低い傾向にあ
る現状から，女性の身体活動量に対する取り組
みが求められている（厚生労働省，2018，
p.21）．
運動として特に取り扱う以外に日常生活で繰
り返される歩行動作は，無意識下で自然に行わ
れていることがほとんどであろう．運動として
行うウォーキングでは，目標値を定めて行うこ
とができるが，日常の歩行（歩数）全体の一部
に過ぎない．そこで，自然に身体活動量を増加
させるためには，無意識下での歩行動作がより
高い活動量となるような変容が起これば良いの
ではないかと考えた．化粧によって高齢者の
QOL が向上するような行動変容や（徳丸，
2009,  pp.127），スポーティーなファッションと
合わせて健康のために身体を鍛えることでエネ
ルギッシュな女性が増えるなど，美しい身体へ
の意識が行動の変容を含めた様々な影響を及ぼ
す（大道，2016）ことなどから，総合的に美し
さや美意識は，意欲をかき立てる可能性が高い．
日常生活での歩行動作は，実際に他者の目に
触れる時間が長く，街中では見た目の美しさの
評価を意識している女性も多いと推察される．
しかし，自身の歩行動作は映像で収録する以外
に自身では見ることが出来ず，他者からしか見
ることが出来ない．人が日常生活での自然歩行
をより美しいと感じる要素を知ることができれ
ば，その観点で動作を意識することに繋がり，
美しいと評価される歩行に近づけることが出来
る可能性がある．
歩行動作に関して，健常高齢者や健常女性の
筋力やバランス能力と至適歩行のパラメータを
扱った先行研究はあるが（中江ほか，2015．，
河合ほか，2005），至適歩行が必ずしも美しい
とは限らないだろう．さらに，エネルギー効率
が最大となる至適歩行速度は70～80m/min（時

速に換算すると 4.2km/h ～ 4.8km/h）であり，
幼少児は加齢的に高速に移行するが，9歳以降
では成人と同値を示すと報告されている（後藤，
2001，pp.95-99）ため，エネルギー効率と見た
目の評価も一致するとは限らない．数藤ら
（2004，pp.1960-1961）は，ウォーキングスクー
ルの指導者が有している長年の知見に基づく指
導方針の下，脚運びのバランスやプロポーショ
ンのバランス，足底の使い方などを総合した目
視評価を足圧中心の移動軌跡を評価することで
可視化し，足底のあおりやローリングの特徴量
が歩行の良さのパラメータとして有効であると
している．一方で，歩幅などの歩行分析の基本
パラメータは歩行の良さとは直接的に対応しな
いとされている（数藤ら，2004，p.1952）．し
かしながら，一般的な自然歩行の良さや美しさ
については尺度が明確でなく，ウォーキングの
目標値とは異なると考えられるだろう． 
仮に，歩幅や速度が美しい歩行と評価される
観点であり，美しいと感じられ易い歩幅がやや
広めであるとすると，その歩幅を目指すことが
筋活動レベルを増加させ，身体活動量の増加の
一助となる可能性がある．美しい歩行というと，
ファッションモデルの歩行も想起させるが，着
用する服装をより美しく見せる特異的な歩き方
など，日常生活の中の歩行とは目的が異なる特
殊な技能であると考えられる．また，審美系競
技（体操，新体操，フィギュアスケートなどの
採点競技）のような競技として追求し芸術点と
して採点される美しさと日常生活動作の自然な
美しさも質の異なるものであると考えられる．
このことから，本研究では，特殊な技能や競技
性を求めない日常生活動作の範疇に限定し，一
般女性が自身と同年代の一般女性の歩行動作に
対して抱く美しさの観点に注目した． 
そこで本研究では，歩幅を広げて歩く運動ア
プローチの可能性と関連付け，歩幅に注目して
美しさとの関係を検討することとし，歩幅が広
い歩行はより美しいと評価されるという仮説を
立てた．このことを明らかにするために，一定
のテンポで歩幅が変化する歩行を評価すること
にした．
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２．研究方法
２. １  歩行モデル映像の作成
健康な成人女性 2名に異なる歩幅での歩行を
行わせ，調査用歩行映像を撮影した．モデルに
は，高身長モデル（年齢：21 歳，身長：165.0cm，
大腿長：36.7㎝，下腿長：39.6㎝：下肢長 76.3㎝）
と低身長モデル（年齢 21 歳：身長：153.2cm，
大腿長：33.7cm，下腿長：34.6㎝，下肢長：68.3
㎝）を選定した．モデルとなる対象者には事前
に本研究の目的や方法，個人情報の保護に関す
る概要を説明し研究参加への同意を得た．本研
究は，測定が実施された機関における研究倫理
審査を受け，承認を得た上で実施された． 
歩行の美しさを評価させる際に歩行動作以外
の印象を与えないように，歩行モデルには着衣
を黒一色にさせ，白色背景の実験用歩行路を歩
かせた．本研究では，成人の平均的な速度を
4km/h，平均的なテンポを 120bpmと考えた際
に算出される歩幅 1 歩あたり 55cm を基準と
し± 10cm毎に歩幅の条件を設定した．歩幅の
下限は足長程度の 25cmとし，合計 8条件（25，
35，45，55，65，75，85，95cm）とした．歩幅は，

床面に張り付けたマークを踵で踏むこと，テン
ポは電子メトロノームの音に合わせることによ
って 120bpmに統制した．目線は前方に向け，
自然な腕振りをするよう指示した．モデルには
テンポ，各歩幅に慣れさせ自然な歩行動作とな
るよう十分に練習を行わせた．
歩行動作は，モデルの右側方にデジタルビデ
オカメラ（DIGITAL CAMERA EX-F1，CASIO
社製，シャッタースピード1/1000，毎秒60コマ）
を設置し，矢状面上の動作を撮影した（Fig 1）．
このとき，自然な歩行局面を撮影するため，ス
タートしてから歩行動作が安定したことが確認
できる区間を撮影範囲（約 4m）とし，すべて
の試技でスタートから 8歩目以降の 2 歩行周期
以上の動作を撮影した（Fig  1）．試技中，条件
に合わない歩行をした場合は無効とし，各条件
を満たすまで歩行を行わせた．撮影後に動作分
析ソフト（Kinovea）を用いて実際の歩幅を算出
し，設定した歩幅に対して 2歩行周期の平均歩
幅（ステップ長）が± 2  cm以内で歩行できて
おり，8条件を歩き分けられていることを確認
し，成功試技として歩行モデル映像に採用した．

Fig1．Measurements setup for model-walking movement recording.

２．２  歩行評価者
モデルと同年代の女性を評価者とした．無記
名で行うことを伝え任意参加とし，15 名（年
齢 21 ± 0.99 歳）が評価者として参加した．評

価者には，歩幅がランダムに変化すること，実
験のモデルが 2名おり，映像の途中でモデルが
変わることを伝えた．映像を見ている間，評価
者同士で会話はしないよう指示した．
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２．３  評価プロトコール
モニターに女性の歩行映像を映し出し，評価
者にはその歩行の美しさを評価させた．評価に
は，Visual Analog  Scale（VAS）を用いた．
VASは，体調確認や痛みの程度を評価するな
ど感覚を数値として定量化する手段として用い
られる（村松，2009；中畑ほか，2011）ことが
多いが，スポーツ現場での主観的な感覚の評価
（亀山ほか，2011；田中ほか，2012）や技術評
価（森ほか，2016）に利用されている．本研究
では，100mmの直線を用い，右端を美しい，
左端を美しくないとし，主観的な美しさの評価
を行った．評価者には，各映像の歩行動作がど
の程度美しいと感じたかを，主観的に判断させ，
VASの直線上にチェックを入れ評価するよう
指示した．予め，日常生活動作として行われる
同年代女性の歩行動作であることを伝え，美し
さの印象を評価すること，すべての映像を通し
て総合的に美しさの高低を評価することを指示
した．
評価者には，モデル 1人につき 8条件をラン
ダムオーダーで見せ，次に 2人目のモデルの 8
条件をランダムオーダーで見せ，16 通りの映
像を見せた．最初に見た映像が基準とならない
ように，一度全ての映像を見せた後，1巡目と
は異なる順番で流れる 2巡目に見た映像を評価
させた．映像を見る順番による影響を取り除く
ために，5名の評価者毎にモデルの順，条件の
順ともにランダムオーダーとなるようにした．

２．４  データ処理
VAS によって得られた歩行の美しさの評価
を点数化した．左端からチェックされた位置ま
での長さを 1mm単位で測定し，0 点（0mm）
を「美しくない」，100 点（100mm）を「美しい」
として，美しさを点数化した（竹内ほか，
2003）．

２．５  統計処理
各歩幅における美しさの比較について，歩行
モデル 2人，歩幅 8条件による繰り返しのある
二要因分散分析を行った．交互作用が有意であ

った場合，単純主効果検定を実施し，その後に
多重比較検定を行った（Bonferroni 法）．すべ
ての統計処理における有意水準を 5%とした．

３．結　果
モデル（高身長，低身長）と歩幅条件（25
～ 95cmまでの 8条件）による美しさの評価の
点数について，分散分析の結果，モデル
（F(1,14)=9.43, p<.01, ηp

2 =.40）に有意な主効果
が認められ，低身長モデルが高身長モデルに比
べて高い点数を示す傾向が認められた（Fig 2）． 
また，歩幅の条件（F=(7.98)=16.28,  p<.01,  ηp

2 
=.53）にも主効果が認められ，75㎝の歩幅条件
で最も高い点数を示した．さらに，交互作用も
有意であった（F(7,98)=3.97,  p<.01,  ηp

2 =.22）
. 多重比較検定の結果，低身長モデルでは，
55cm，65cm，75cm の歩幅の条件で，高身長
モデルでは，65cm と 75cm の歩幅の条件で，
狭い歩幅とより広い歩幅の条件に比べて有意に
高い点数を示した（p<.05,  Fig  2）．また，45 
cm （p<.05），55cm，65cm，75cm（p<.01）の
歩幅の条件では，低身長モデルが高身長モデル
に比べて有意に高い点数を示した（Fig 2）．

４．考　察
本研究では，歩幅が広い歩行は美しいと評価
されると仮説を立て，複数の歩幅で歩くモデル
の歩行動作の美しさを一般女性に評価させた．
モデルの身長に関わらず，各モデルで 25cmか
ら 75cmまで歩幅の広がりに伴って評価を上げ
たが，いずれのモデルも 75cmの歩幅の時に最
も高い点を獲得し，それ以上広い歩幅の歩行動
作は評価を下げた．このことから，25cmから
95cmまでの歩幅の範囲で，相対的に最も美し
いと評価される歩幅は 75cm 程度であることが
示された． 165cm の高身長モデルと 153.3cm
の低身長モデル共に，75cmの条件で最も高い
評価をされたことは興味深い．一方で，同じ歩
幅の条件では低身長モデルの方が有意により高
い評価を得ている．身長や下肢長に対する歩幅
の割合が評価の違いを引き出す要因となるのか
を検討したところ，歩幅 75cmは低身長モデル
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の身長に対して 48.7％，下肢長に対して 109.3%
であった．この割合をみると，歩幅 85㎝は高
身長モデルの身長に対して 51.3％，下肢長に対
して 110.9% であり，同程度の割合と考えられ
る（Table 1）．しかしながら，高身長モデルの

歩幅 85cmの条件は 75cmの条件に比べて有意
に低い評価であった．このことから，身長に適
した歩幅とリズムの関係が美しさの評価につな
がる可能性はあるが，必ずしも割合ではないこ
とは興味深い点であった．

Fig 2. Evaluation value of VAS under each step-length condition.

*p<.05: Significant differences among step-length in tall model
 † p<.05: Significant differences among step-length in short stature model
 ‡ p<.05, ‡‡ p<.01: Significant differences between tall and short stature model in each step-length condition
The displayed number indicates that the value is significantly larger than that condition.
Each number indicates the following conditions; 25cm=1, 35cm=2, 45cm=3, 55cm=4, 65cm=5, 75cm=6,
85cm=7, 95cm=8 

Table 1. Ratio of step-length to physical characteristics of the model
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本研究では，歩幅の広さが美しい歩行の重要
な点であると考えたが，身長や下肢長に対する
割合が必ずしも美しさを決定づけるわけではな
いとすると，歩幅などの長さだけが評価の観点
とは言えないと考えられる．歩行映像では，
120bpmのテンポで統制した中で歩幅を変化さ
せたため，実際には各条件で歩行速度が異なる
ことになる（Table  2）．歩幅 65cmでは 4.6 ～
4.7 km/h，75cmでは 5.4 km/h 程度（Table 2）
と一般的な歩行速度からみるとやや速く歩いて
いる条件で高い評価を得た．石井ほか（2002，
pp.38-39）によると，歩行運動の経済速度が
60~70 m/ 分（4 km/h，歩幅 55cm程度）とす
ると，85cmの歩幅では 6 km/h，100 m/ 分を
超える速度になり，これは歩行の中では早歩き
とされる．女性の歩行の臨界スピードが約 110 
m/ 分であり，歩から走（ジョギング）へ移行
する速度帯の歩行は努力歩行を行っていること
が多い（石井ほか，pp.38-39）．これが，無理を
して歩いていると見えた可能性があり，評価を
下げた一因であると考えられる．このことから，
経済速度の歩行よりやや広めの歩幅であること
に加え，無理のない速度で美しいと評価される
可能性が高いと言えるだろう．
本研究では，テンポを一定にして歩幅を変化
させることで最も美しいと評価される歩幅を明
らかにしようと試みたが，結果的に速度の違い
を評価に含めていることは否定できない．しか
しながら，歩幅や速度が美しい歩行と評価され
る観点である可能性は示すことができた．この

Tabel 2. Calculated walking speed under each step length condition

ことから，美しい歩行を目指すことが筋活動レ
ベルを増加させ，身体活動量の増加の一助とな
る可能性が示唆された．
本研究で評価に用いたVASにおいて，美し
い・美しくないという評価の設定がある．基本
的なVASは両端に停止線を持ちその外側に最
高と最低の感覚または両極端な感覚が表記され
た単純な直線とする（竹内ほか，2003）．運動
の技術評価であれば，その技術が完全に達成さ
れている場合を右端，全く出来ていない場合を
左端に設定することができるが，本研究では，
美しさの印象を総合的に評価させるため，上限・
下限を設定し難いという特徴があり，各評価者
の上限・下限のバラつきが大きかった．しかし
ながら，評価者自身は基準を持って高低をつけ
たと考えられ，その総合的な評価を行わせた結
果として，歩幅の違いにより美しさの評価が異
なり，評価の高低は十分に示すことができたと
考えられる．本研究の限界として，得点の絶対
値での比較が困難であるという点があるが，歩
幅という要素を変化させた際の美しさの印象の
変化を示すことはできた．菅原ほか（2019）は，
光点のみで示した歩行者の動作の美的評価に寄
与していたのは「躍動性」であり，腕を大きく
振っていることが含まれていることを示してい
る．今回は，統制したテンポと歩幅に自然と合
う腕振りや脚の動きである歩行動作を評価させ
たため，歩幅の広がりに対して腕振りも大きく
なっていることなどの動作要因も総合的な評価
に影響している可能性がある．今後，詳細な動
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作や速度に注目した検討が必要であると考えら
れる．

５．まとめ
本研究は，美しい歩行を目指すことが筋活動
レベルを増加させ，身体活動量の増加の一助と
なる可能性があると考え，広い歩幅で歩くこと
に注目して，美しい歩行動作と評価される要因
を検討しようとした．その結果，120bpmのテ
ンポで統制された歩行は，25cm～ 95cmの歩
幅の範囲で，75cmの歩幅が最も美しいと評価
された．モデルの身長の高低に関わらず，同一
モデルの歩行動作では，いずれも 25cm から
75cmまで歩幅の広がりに伴って評価を上げた
が，75cm の歩幅の時に最も高い点を獲得し，
それ以上広い歩幅では評価を下げ，美しく見ら
れる至適歩幅が存在する可能性を示した．テン
ポを統制していることから，速度の違いが生じ，
それが評価に含まれている可能性があるが，美
しいと評価される歩行は，歩幅が重要な要素で
あることが示唆された．

本研究は JSPS 科研費 19K29958 の助成を受
けたものです .
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